
１０月１５日の朝会の時間に保健委員会による劇「私の心を

伝えよう」を行いました。

相手と良い関係を築きながら、しかも自分の気持ちをきち

んと伝えるための方法「自分メッセージ」を紹介しました。
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待ち合わせに遅刻してきたＤくんに対し、次のどの言い方がよいと思いますか？

＜本音かくし型＞

Ａくんの場合 Ｄくん

＜攻撃型＞

Ｂくんの場合

＜心伝え型＞

Ｃくんの場合

正解はＣくんです。

Ａさんはいつも自分の気持ちを我慢してしまい、Ｂさんはいつも相手を責めてし

まうので、けんかになってしまいます。それに比べＣさんは、相手の気持ちを傷つ

けずに自分の気持ちを素直に伝えています。「わたしは～」「ぼくは～」から始まる

この自分メッセージを使うと、うまく気持ちを伝えることができます。

～自分の気持ちを伝えていますか？～

「あなたは～」ではなく、「わたしは～」を主語にしていきましょう。

子どもの気持ちをまずは受け止め、それに対する自分の気持ちを言葉にして伝えることが大切です。

自分の気持ちで答えることができると、よい親子関係が築かれ信頼関係が生まれます。

ふーん。

（本当は怒っているが我慢）

何なんだよ。

いつも遅刻ばっかりして！

何かあったかと思って心配したよ。

これからは連絡してよね。

「さあ行こう行こう。」

（次もまた遅刻しそう。）

「何だよ。えらそうに。」

（けんかになってしまう）

「ごめんね。これからは

気をつけるね。」

（とても反省している）

気持ち 信頼のプレゼントは につながります
「手伝いなさい」×

「手伝ってくれる

と助かるよ。」○


